
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 おおぶち（大淵中学校・大淵第一小学校）グランドデザイン 

目指す児童生徒像  「自ら学び、高め合う大淵の子」 
大淵中学校区の児童生徒は、友達と関わり合いながら課題等に取り組むこ

とが好きである。また、友達や地域のために何かしたいという温かい気持ち
をもつ良さがある。一方で、自分から進んで挑戦したり、友達と切磋琢磨し
ながら自分を成長させようとしたりする気持ちに課題がある。 
予測不可能といわれるこれからの時代を生き抜く力を付けるためにも、

まずは「自ら学ぶ」(自分から働きかける)こと、そして、友達と関わり合いな
がら授業や行事に取り組み「高め合う」姿を求めていく。自分を、そして自分
たちを成長させていこうと「やってみよう」と一歩を踏み出せる児童生徒の
育成を目指す。 

 
   

・令和７年度の活動を足掛かりに、より一層学校サポーターの活動の活性化を図り、地域で子供を育てる。 
・大淵地区の魅力を再発見できるよう地域を見つめ、大淵中学校区２校でできる取組を進める。 
・授業参観、学校行事への参加、便りの閲覧から子どもや学校の情報を共有。（社会に開かれた学校） 

Do Check アンケート・学校運営協議会委員・ＰＴＡ等 

保護者の願い 
・自他のよさを認め合い、自分

のよさを伸ばせる子 

・自分から挨拶のできる子 
地域（ＣＳ）の願い 
・地域を大好きな子 

・地域の歴史や自然、文化を

知り、それを大切にする子 

・地域の人と挨拶を交わし関

わり合い、成長する子 

これからの社会に求められる力 
・生きて働く知識、技能 

・思考力、判断力、表現力 

・学びに向かう力、人間性 

 

第二次富士市教育振興基本計画 

「ふじの教育」基本目標 

明日日を拓く 

輝く「ふじの人」づくり 

学級・学校が楽しい…95％ 
思いやりのある行動ができる…90％ 

後期（第Ⅲステージ） 
自分と仲間の考えを尊重し、思いやり
の心を大切にし、人のために尽くす子 
 
中期（第Ⅱステージ） 
自分と仲間の考えを尊重し、思いやり
の心をもち、人のために進んで行動
できる子 
前期（第Ⅰステージ） 
自分の役割を理解し、思いやりの心を
もち、自ら進んで行動できる子 

・話合い活動(クラス会議)を活性化さ
せることによる自治力の育成 
・児童生徒が企画・運営する SL（ｽｸｰ
ﾙﾗﾌﾞ）集会の実施(縦割りによる活動) 
・児童会生徒会が交流し、主体とな
って行う特別活動 
・年間計画に位置付けたあいさつ運動 
・自分や相手のよさを見付ける活動 
・学校行事を通した児童生徒の交流 

困った時に相談ができる…85％ 
めあて(夢)をもって取り組むことがで
きる…90％ 

後期（第Ⅲステージ） 
心身ともに健康な体づくりに努め、仲間
と共に、よりよい学校生活の実現に向
け、行動できる子 
中期（第Ⅱステージ） 
心身ともに健康で、めあてをもち、仲間
と共に最後までやり抜く子 
 
前期（第Ⅰステージ） 
基本的な生活習慣を身に付け、きまりを
守ることができる子 

・よいあらわれを認め合う活動の充実 
・静岡県版SEL（Social and Emotional 

Learning）を用いた社会情動的スキ
ルの育成 
・第Ⅱステージの児童生徒の交流（入
学説明会時に中1と小６の交流） 
・生活のルールづくりに対する意識の向上 
・児童生徒が主体となった望ましい生活
習慣の意識化(あいさつ運動等) 

 授業が分かる…90％ 
みんなと学習することは楽しい…90％ 
自分から進んで学習に取り組む…90％ 

後期（第Ⅲステージ） 
自分から仲間とかかわり学びを深め、
自他の意見から新たな考えを構築し、
自分の言葉で表現できる子 
中期（第Ⅱステージ） 
自分から仲間とかかわり学びを深め、
相手の意見を取り入れながら、自分の
言葉で表現できる子 
前期（第Ⅰステージ） 
自分から仲間とかかわり学びを深め、
自分の言葉で表現できる子 

・小中共通した研修主題のもと、合同
研修会の実施 
・「伝え方聴き方のスキル」の段階的活
用 
・ペアやグループ活動など、関わり発
表する場面を意図的に設定し、誰とで
も話せる授業環境づくり 
・授業中の児童生徒の思考を見取り、
生かす授業づくり 

 

学校教育目標 「自分から、自分たちへ」 

9 年 間 で 目 指 す 子 ど も の 姿 

9 年 間 の 取 組  

重点目標(目標の重点)「学校教育目標」と「目指す学校の姿」をつなぐ 

「自分からやってみよう」（主体的に取り組む） 

目指す学校の姿 

「明日も行きたくなる学校」 
～居場所のある楽しい学校(気持ちよく過ごせる 安心して過ごせる 人を大切にする)学校～ 

学びの実感と

確かな学力 

人間関係形成

と社会参画 

可能性の伸長

と健康な心

と体自己決

定 

Action Plan 

・安心感をもって働ける職場環境の構築  ・健康、福祉の確保  ・適正な業務時間 

教職員・職場環境 

保護者・地域 


